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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

カ
タ
ー
ル
大
会

　

令
和
４
年
11
月
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
カ
タ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
我
が
日
本
代
表
は
、

予
選
で
強
豪
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン

を
破
り
、
み
ご
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
進
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も

ク
ロ
ア
チ
ア
に
Ｐ
Ｋ
で
敗
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
し
て
い

る
日
本
に
元
気
と
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
私
が

注
目
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
デ

ジ
タ
ル
化
で
す
。
ビ
デ
オ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
・
レ
フ
リ
ー
（
Ｖ
Ａ

Ｒ
）
で
、
オ
フ
サ
イ
ド
や
Ｐ
Ｋ
と

な
る
反
則
を
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
判

定
し
ま
す
。
三
苫
選
手
の
１
ミ
リ

ア
シ
ス
ト
な
ど
は
、
人
間
の
目
で

は
当
然
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
や
選
手
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

つ
け
、
ボ
ー
ル
支
配
率
や
選
手
の

動
き
を
デ
ー
タ
化
し
、
戦
術
に
生

か
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
り
、
確
実
に
デ
ジ
タ

ル
化
や
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
急
速
に

進
展
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
な
ど
、

使
用
し
て
み
る
と
と
て
も
便
利
な

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
と

の
連
携
、
テ
レ
ビ
と
ネ
ッ
ト
と
の

連
携
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

つ
い
て
行
く
の
が
と
て
も
難
し
い

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
も
各

種
補
助
金
の
申
請
や
お
客
さ
ん
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
人
口

が
減
少
し
、
人
手
不
足
が
進
行
し

て
い
く
日
本
の
将
来
を
考
え
た
場

合
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
す
。

 

令
和
５
年
度
は
小
規
模
事
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を
商
工
会
の

重
点
事
業
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
も
ま
ず
は
商
工
会
が

開
催
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
の
講

習
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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指
導
員
だ
よ
り

　

日
銀
が
12
月
20
日
に
「
事
実
上

の
利
上
げ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
円
高
や
住

宅
ロ
ー
ン
金
利
引
上
げ
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。

 

２
０
２
２
年
の
経
済
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
円
安
・
物
価
高
で
し
た
が
、

２
０
２
３
年
は
違
っ
た
様
相
と
な

り
そ
う
で
す
。

 

今
後
は
、
事
業
資
金
の
借
入
金

利
の
上
昇
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利

が
上
が
り
、
家
計
費
の
圧
迫
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
円
安
が

解
消
し
、
戦
争
も
平
和
的
に
終
結

し
て
、
物
価
の
高
騰
に
歯
止
め
が

か
か
る
と
い
い
の
で
す
が
…
。

 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
経
済
の
先
行

き
不
透
明
な
状
況
は
ま
だ
続
き
そ

う
で
す
。

商
工
会
の
職
員
は
、
商
工
会
会
員

の
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

      

年
男
の
指
導
員
Ｎ

2月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

原支所
2月20日（月）会員向け税理士
                　　　　個別相談会①
2月24日（金）会員向け税理士
                　　　　個別相談会②
戸田支所
2月22日（水） 会員向け税理士
                　　　　個別相談会

今
年
の
経
済
は
ど
う
な
る
？

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
２
月
か

ら
確
定
申
告
指
導
を
行
い
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限

　

所
得
税　

３
月
15
日
（
水
）

　

消
費
税　

３
月
31
日
（
金
）

◆
必
要
書
類

・
２
０
２
2
年
分
の
源
泉
徴
収
簿
、

　

帳
簿
等
の
収
入
支
出
が
分
か
る

　

も
の

・
２
０
２
1
年
以
前
の
決
算
書
、

　

申
告
書
、
源
泉
徴
収
簿

・
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
、
医
療

　

費
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
）

・
本
人
と
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
提
出
す
る

　

際
に
は
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
て
添
付
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
２
１
年

分
の
申
告
書
を
商
工
会
で
作
成
・

提
出
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
０
２
２
年
分
の
決
算
書
等
の
申

告
書
用
紙
が
届
き
ま
せ
ん
。
代
わ

り
に
届
く
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
は
が
き
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

商
工
会
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
も
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
用
紙
は
２
月
よ
り
商

工
会
で
用
意
い
た
し
ま
す
。
必
要

な
方
は
商
工
会
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
指
導
の
ご
案
内

原
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て

原
宿
外
の
部
落

　

原
宿
二
町
（
東
町
・
西
町
）
と

大
塚
町
（
現
在
の
大
塚
本
田
）
の

三
町
で
構
成
さ
れ
る
原
宿
の
名
称

は
東
海
道
宿
駅
制
度
上
で
の
宿
名

で
、
現
実
に
は
宿
場
範
囲
内
に
含

ま
れ
な
い
部
落
も
有
る
。
行
政
上

は
全
て
の
部
落
は
幕
府
韮
山
代
官

（
江
川
氏
）
の
支
配
下
に
入
っ
て

い
た
。

 

西
見
付
（
西
木
戸
）
の
西
側
に

は
六
軒
町
・
原
新
田
が
有
り
、
又

東
見
付
（
東
木
戸
）
の
東
側
に
は

大
塚
新
田
・
三
本
松
新
田
が
あ
っ

た
。

　

六
軒
町
は
西
見
付
の
外
側
部
落

で
あ
る
為
、
見
付
外
（
宿
外
）
家

並
と
表
示
さ
れ
、
宿
場
に
出
入
り

す
る
旅
人
の
ひ
と
時
の
や
す
ら
ぎ

の
場
所
と
し
て
の
茶
屋
が
多
く
あ

っ
た
。
町
名
由
来
は
最
初
、
原
宿

の
有
力
者
の
下
に
六
人
が
家
を
築

き
、
そ
れ
が
六
人
衆
、
六
軒
衆
、

六
軒
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
尚
、
明
治
五
年

迄
部
落
中
心
附
近
に
観
音
寺
、
部

落
東
端
に
目
眼
寺
と
い
う
寺
が
あ

っ
た
。
原
中
入
口
の
線
路
北
側
に

は
鳥
居
・
社
殿
が
南
側
を
向
い
た

原
で
一
番
古
い
浅
間
神
社
が
あ
る
。

　

原
新
田
は
原
宿
の
問
屋
場
の
商

業
資
本
の
下
で
新
た
に
開
墾
・
開

発
さ
れ
た
部
落
の
為
、
問
屋
新
田

と
呼
ば
れ
た
。
一
本
松
と
の
境
附

近
に
は
街
道
両
側
に
原
の
一
里
塚

が
設
け
ら
れ
た
。

　

一
方
、
東
見
付
（
東
木
戸
）
の

東
側
に
は
大
塚
町
の
資
本
で
開
発

さ
れ
た
大
塚
新
田
が
あ
り
、
六
軒

町
と
同
じ
く
見
付
外
（
宿
外
）
家

並
と
言
わ
れ
こ
ち
ら
も
多
く
の
茶

屋
が
あ
っ
た
。
大
塚
の
地
名
は
清

梵
寺
建
立
由
来
と
な
る
得
萬
長
者

を
葬
っ
た
大
き
な
塚=

墓
か
ら
転

じ
て
大
塚
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
東
側
に
は
大
塚
町
の
出
村

で
あ
る
三
本
松
新
田
が
あ
っ
た
。

地
名
は
昔
こ
こ
に
三
本
の
大
松
が

あ
っ
た
事
か
ら
と
言
わ
れ
る

　

次
回
は
新
し
く
開
墾
・
開
拓
さ

れ
た
一
本
松
新
田
・
助
兵
衛
新
田

（
桃
里
）
・
植
田
新
田
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　

  　
望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

と
い   

や

隷書東海道 原 歌川広重画（初代）

沼津市商工会

会長渡邊 好孝

原の郷土催事 どんど焼原の郷土催事 どんど焼（１/9 西町海岸）（１/9 西町海岸）
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令
和
４
年
12
月
19
日
に
商
工
会

館
２
階
に
て
女
性
部
員
で
も
あ
る

キ
ム
ラ
手
芸
店　

木
村
洋
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
部
員
同
士
の
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
交
え
な
が
ら

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

か
ぎ
針
を
持
つ
の
は
何
十
年
ぶ
り

の
方
が
多
数
の
中
、
か
ぎ
針
の
持

ち
方
か
ら
学
び
ま
し
た
。
（
そ
れ

に
は
講
師
も
苦
笑
い
で
し
た
）
２

時
間
半
の
講
習
で
、
な
ん
と
か
１

枚
を
仕
上
げ
、
残
り
は
自
宅

で
・
・
完
成
す
る
意
気
込
み
で
皆

さ
ん
ご
帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
特
技
が
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
に
教
え
て
あ
げ
た
い
！
と
思
わ

れ
て
い
る
会
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
女
性
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

沼
津
市
の
「
民
間
支
援
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
は
、
地
域

に
人
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
取

り
組
み
、
そ
の
拠
点
と
な
る
交
流

の
場
づ
く
り
な
ど
、
民
間
主
体
の

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
や
「
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
施
設
整
備
等
」

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
等
が
対
象
の
「
ソ
フ

ト
部
門
」
と
市
内
の
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
施
設
整
備
等
が
対
象
の

「
ハ
ー
ド
部
門
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
戸
田
地
区
の
個
人
・

法
人
に
よ
る
ハ
ー
ド
部
門
へ
の
応

募
が
目
立
ち
、
採
択
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
数
件
は
商
工
会
に
よ

る
指
導
の
一
環
と
し
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
ず
地
域
が
存
続
で
き
な

い
と
…
と
い
う
強
い
想
い
が
採
択

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
実
施
分
の

募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
１
月
27
日

ま
で
（
市
役
所
へ
の
事
前
相
談
が

１
月
20
日
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る

た
め
次
回
の
公
募
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
役
所
、

ま
た
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
た
め
、
審
査
が
あ
り

ま
す
。
書
面
だ
け
で
は
な
く
、
指

定
日
時
に
プ
レ
ゼ
ン
及
び
委
員
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
地
元
中

学
校
３
校
（
原
中
学
校
・
浮
島
中

学
校
・
戸
田
小
中
一
貫
校
）
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
図
画
作
品
を
掲

載
し
た
、
『
２
０
２
３
沼
津
市
商

工
会
カ
レ
ン
ダ
ー
』
が
完
成
し
ま

し
た
。
今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
の
素

敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
沼
津
市
商

工
会
原
支
所
・
戸
田
支
所
の
ほ
か
、

原
・
浮
島
・
戸
田
の
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や

か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
〞激
動
の
１
年
〞で
し
た
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵

攻
し
、
中
国
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策

に
よ
り
、
世
界
中
が
激
し
い
イ
ン

フ
レ
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
に
お
い

て
、
急
激
に
進
行
し
た
円
安
や
資

源
高
が
、
多
く
の
企
業
を
苦
し
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
対

応
と
社
会
生
活
を
両
立
す
る
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
様
式
が
浸
透
し
、

経
済
が
正
常
化
に
向
か
う
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
10
月
に
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を
取
得
す
る
た

め
に
は
今
年
の
３
月
ま
で
に
登
録

の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
を

選
択
さ
れ
る
方
は
早
め
の
準
備
手

続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
５
年
卯
年
が
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
最
高
の
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
末
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

行
動
制
限
を
伴
わ
な
い
フ
ェ
ー
ズ

と
な
り
ま
し
た
。
各
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
各
自

が
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

去
年
よ
り
円
安
ド
ル
高
、
物
価

高
騰
（
燃
料
、
電
気
、
鋼
材
、
建

材
、
食
料
等
々
）
と
経
営
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
、
建
設
土
木
関
連
、
製
造

業
関
連
の
方
々
は
資
材
高
騰
で
頭

を
悩
ま
さ
れ
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
関

連
、
商
業
飲
食
業
関
連
の
方
々
も

同
様
に
コ
ス
ト
高
に
頭
を
悩
ま
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
は
10
月
よ
り

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
会
員
の
多
く
の
方
々

に
関
係
す
る
と
思
い
ま
す
。
不
明

点
疑
問
点
、
経
営
上
の
お
悩
み
に

関
し
て
は
、
原
支
所
・
戸
田
支
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
役
職
員
が

対
応
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

飯田 太志飯田 太志
副会長副会長

佐藤 隆彦佐藤 隆彦
副会長副会長

新
年
の
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拶

２
０
２
３
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

女
性
部

パッ
チ
ワ
ー
ク
作
成
講
習
会

戸
田
の
正
月
風
景

黒
潮
太
鼓
の
新
年
初
た
た
き

３
年
ぶ
り
の
開
催

戸
田
地
区
「
二
十
歳
の
集
い
」

Tagore H
arbor H

ostel

恒
例

も
ち
つ
き
＆
書
き
初
め

沼
津
市
・
民
間
支
援
ま
ち
づ
く
り

　

フ
ァ
ン
ド
活
用
の
す
す
め

２月4日（土）にくるら戸田にて３年ぶりの開催を予定しておりました
『豆まき』イベントですが、新型コロナ再流行による影響に伴い、皆様への
安全を考慮した結果、やむなく中止させていただくこととなりました。
何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

　

１
月
４
日
、
他
地
区
に
先
駆
け

て
、
道
の
駅
「
く
る
ら
戸
田
」
内

の
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
21
名
の
う
ち
15
名
が
ス
ー

ツ
や
振
り
袖
姿
で
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
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令
和
４
年
12
月
19
日
に
商
工
会

館
２
階
に
て
女
性
部
員
で
も
あ
る

キ
ム
ラ
手
芸
店　

木
村
洋
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
部
員
同
士
の
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
交
え
な
が
ら

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

か
ぎ
針
を
持
つ
の
は
何
十
年
ぶ
り

の
方
が
多
数
の
中
、
か
ぎ
針
の
持

ち
方
か
ら
学
び
ま
し
た
。
（
そ
れ

に
は
講
師
も
苦
笑
い
で
し
た
）
２

時
間
半
の
講
習
で
、
な
ん
と
か
１

枚
を
仕
上
げ
、
残
り
は
自
宅

で
・
・
完
成
す
る
意
気
込
み
で
皆

さ
ん
ご
帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
特
技
が
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
に
教
え
て
あ
げ
た
い
！
と
思
わ

れ
て
い
る
会
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
女
性
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

沼
津
市
の
「
民
間
支
援
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
は
、
地
域

に
人
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
取

り
組
み
、
そ
の
拠
点
と
な
る
交
流

の
場
づ
く
り
な
ど
、
民
間
主
体
の

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
や
「
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
施
設
整
備
等
」

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
等
が
対
象
の
「
ソ
フ

ト
部
門
」
と
市
内
の
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
施
設
整
備
等
が
対
象
の

「
ハ
ー
ド
部
門
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
戸
田
地
区
の
個
人
・

法
人
に
よ
る
ハ
ー
ド
部
門
へ
の
応

募
が
目
立
ち
、
採
択
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
数
件
は
商
工
会
に
よ

る
指
導
の
一
環
と
し
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
ず
地
域
が
存
続
で
き
な

い
と
…
と
い
う
強
い
想
い
が
採
択

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
実
施
分
の

募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
１
月
27
日

ま
で
（
市
役
所
へ
の
事
前
相
談
が

１
月
20
日
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る

た
め
次
回
の
公
募
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
役
所
、

ま
た
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
た
め
、
審
査
が
あ
り

ま
す
。
書
面
だ
け
で
は
な
く
、
指

定
日
時
に
プ
レ
ゼ
ン
及
び
委
員
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
地
元
中

学
校
３
校
（
原
中
学
校
・
浮
島
中

学
校
・
戸
田
小
中
一
貫
校
）
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
図
画
作
品
を
掲

載
し
た
、
『
２
０
２
３
沼
津
市
商

工
会
カ
レ
ン
ダ
ー
』
が
完
成
し
ま

し
た
。
今
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も
力
作
ぞ
ろ
い
の
素

敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
沼
津
市
商

工
会
原
支
所
・
戸
田
支
所
の
ほ
か
、

原
・
浮
島
・
戸
田
の
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
。
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に
お
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れ
ま
し
て
は
穏
や

か
な
新
年
を
迎
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こ
と
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。
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対
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に
向
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た
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動
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と
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ま
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各
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の
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に
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ば
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と
思
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す
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ド
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と
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の
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に
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ま
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。
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、
今
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よ
り

消
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の
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等
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存
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。
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は
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 
カ
タ
ー
ル
大
会

　

令
和
４
年
11
月
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
カ
タ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
我
が
日
本
代
表
は
、

予
選
で
強
豪
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン

を
破
り
、
み
ご
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
進
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も

ク
ロ
ア
チ
ア
に
Ｐ
Ｋ
で
敗
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
し
て
い

る
日
本
に
元
気
と
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
私
が

注
目
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
デ

ジ
タ
ル
化
で
す
。
ビ
デ
オ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
・
レ
フ
リ
ー
（
Ｖ
Ａ

Ｒ
）
で
、
オ
フ
サ
イ
ド
や
Ｐ
Ｋ
と

な
る
反
則
を
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
判

定
し
ま
す
。
三
苫
選
手
の
１
ミ
リ

ア
シ
ス
ト
な
ど
は
、
人
間
の
目
で

は
当
然
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
や
選
手
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

つ
け
、
ボ
ー
ル
支
配
率
や
選
手
の

動
き
を
デ
ー
タ
化
し
、
戦
術
に
生

か
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
り
、
確
実
に
デ
ジ
タ

ル
化
や
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
急
速
に

進
展
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
な
ど
、

使
用
し
て
み
る
と
と
て
も
便
利
な

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
と

の
連
携
、
テ
レ
ビ
と
ネ
ッ
ト
と
の

連
携
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

つ
い
て
行
く
の
が
と
て
も
難
し
い

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
も
各

種
補
助
金
の
申
請
や
お
客
さ
ん
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
人
口

が
減
少
し
、
人
手
不
足
が
進
行
し

て
い
く
日
本
の
将
来
を
考
え
た
場

合
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
す
。

 

令
和
５
年
度
は
小
規
模
事
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を
商
工
会
の

重
点
事
業
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
も
ま
ず
は
商
工
会
が

開
催
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
の
講

習
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp
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（会員 西町 西家歯科医院 西家 孝様 撮影）（会員 西町 西家歯科医院 西家 孝様 撮影）

指
導
員
だ
よ
り

　

日
銀
が
12
月
20
日
に
「
事
実
上

の
利
上
げ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
円
高
や
住

宅
ロ
ー
ン
金
利
引
上
げ
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。

 

２
０
２
２
年
の
経
済
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
円
安
・
物
価
高
で
し
た
が
、

２
０
２
３
年
は
違
っ
た
様
相
と
な

り
そ
う
で
す
。

 

今
後
は
、
事
業
資
金
の
借
入
金

利
の
上
昇
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利

が
上
が
り
、
家
計
費
の
圧
迫
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
円
安
が

解
消
し
、
戦
争
も
平
和
的
に
終
結

し
て
、
物
価
の
高
騰
に
歯
止
め
が

か
か
る
と
い
い
の
で
す
が
…
。

 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
経
済
の
先
行

き
不
透
明
な
状
況
は
ま
だ
続
き
そ

う
で
す
。

商
工
会
の
職
員
は
、
商
工
会
会
員

の
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

      

年
男
の
指
導
員
Ｎ

2月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

原支所
2月20日（月）会員向け税理士
                　　　　個別相談会①
2月24日（金）会員向け税理士
                　　　　個別相談会②
戸田支所
2月22日（水） 会員向け税理士
                　　　　個別相談会

今
年
の
経
済
は
ど
う
な
る
？

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
２
月
か

ら
確
定
申
告
指
導
を
行
い
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限

　

所
得
税　

３
月
15
日
（
水
）

　

消
費
税　

３
月
31
日
（
金
）

◆
必
要
書
類

・
２
０
２
2
年
分
の
源
泉
徴
収
簿
、

　

帳
簿
等
の
収
入
支
出
が
分
か
る

　

も
の

・
２
０
２
1
年
以
前
の
決
算
書
、

　

申
告
書
、
源
泉
徴
収
簿

・
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
、
医
療

　

費
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
）

・
本
人
と
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
提
出
す
る

　

際
に
は
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
て
添
付
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
２
１
年

分
の
申
告
書
を
商
工
会
で
作
成
・

提
出
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
０
２
２
年
分
の
決
算
書
等
の
申

告
書
用
紙
が
届
き
ま
せ
ん
。
代
わ

り
に
届
く
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
は
が
き
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

商
工
会
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
も
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
用
紙
は
２
月
よ
り
商

工
会
で
用
意
い
た
し
ま
す
。
必
要

な
方
は
商
工
会
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
指
導
の
ご
案
内

原
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て

原
宿
外
の
部
落

　

原
宿
二
町
（
東
町
・
西
町
）
と

大
塚
町
（
現
在
の
大
塚
本
田
）
の

三
町
で
構
成
さ
れ
る
原
宿
の
名
称

は
東
海
道
宿
駅
制
度
上
で
の
宿
名

で
、
現
実
に
は
宿
場
範
囲
内
に
含

ま
れ
な
い
部
落
も
有
る
。
行
政
上

は
全
て
の
部
落
は
幕
府
韮
山
代
官

（
江
川
氏
）
の
支
配
下
に
入
っ
て

い
た
。

 

西
見
付
（
西
木
戸
）
の
西
側
に

は
六
軒
町
・
原
新
田
が
有
り
、
又

東
見
付
（
東
木
戸
）
の
東
側
に
は

大
塚
新
田
・
三
本
松
新
田
が
あ
っ

た
。

　

六
軒
町
は
西
見
付
の
外
側
部
落

で
あ
る
為
、
見
付
外
（
宿
外
）
家

並
と
表
示
さ
れ
、
宿
場
に
出
入
り

す
る
旅
人
の
ひ
と
時
の
や
す
ら
ぎ

の
場
所
と
し
て
の
茶
屋
が
多
く
あ

っ
た
。
町
名
由
来
は
最
初
、
原
宿

の
有
力
者
の
下
に
六
人
が
家
を
築

き
、
そ
れ
が
六
人
衆
、
六
軒
衆
、

六
軒
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
尚
、
明
治
五
年

迄
部
落
中
心
附
近
に
観
音
寺
、
部

落
東
端
に
目
眼
寺
と
い
う
寺
が
あ

っ
た
。
原
中
入
口
の
線
路
北
側
に

は
鳥
居
・
社
殿
が
南
側
を
向
い
た

原
で
一
番
古
い
浅
間
神
社
が
あ
る
。

　

原
新
田
は
原
宿
の
問
屋
場
の
商

業
資
本
の
下
で
新
た
に
開
墾
・
開

発
さ
れ
た
部
落
の
為
、
問
屋
新
田

と
呼
ば
れ
た
。
一
本
松
と
の
境
附

近
に
は
街
道
両
側
に
原
の
一
里
塚

が
設
け
ら
れ
た
。

　

一
方
、
東
見
付
（
東
木
戸
）
の

東
側
に
は
大
塚
町
の
資
本
で
開
発

さ
れ
た
大
塚
新
田
が
あ
り
、
六
軒

町
と
同
じ
く
見
付
外
（
宿
外
）
家

並
と
言
わ
れ
こ
ち
ら
も
多
く
の
茶

屋
が
あ
っ
た
。
大
塚
の
地
名
は
清

梵
寺
建
立
由
来
と
な
る
得
萬
長
者

を
葬
っ
た
大
き
な
塚=

墓
か
ら
転

じ
て
大
塚
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
東
側
に
は
大
塚
町
の
出
村

で
あ
る
三
本
松
新
田
が
あ
っ
た
。

地
名
は
昔
こ
こ
に
三
本
の
大
松
が

あ
っ
た
事
か
ら
と
言
わ
れ
る

　

次
回
は
新
し
く
開
墾
・
開
拓
さ

れ
た
一
本
松
新
田
・
助
兵
衛
新
田

（
桃
里
）
・
植
田
新
田
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　

  　
望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

と
い   

や

隷書東海道 原 歌川広重画（初代）

沼津市商工会

会長渡邊 好孝

原の郷土催事 どんど焼原の郷土催事 どんど焼（１/9 西町海岸）（１/9 西町海岸）
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